
インストレーション ヘルプ



Autodesk® Mudbox® 2013

© 2012 Autodesk, Inc. All Rights Reserved. Except as otherwise permitted by Autodesk, Inc., this publication, or parts thereof, may not
be reproduced in any form, by any method, for any purpose.

Certain materials included in this publication are reprinted with the permission of the copyright holder.

Trademarks

The following are registered trademarks or trademarks of Autodesk, Inc., and/or its subsidiaries and/or affiliates in the USA and other countries:
123D, 3ds Max, Algor, Alias, Alias (swirl design/logo), AliasStudio, ATC, AUGI, AutoCAD, AutoCAD Learning Assistance, AutoCAD LT, AutoCAD
Simulator, AutoCAD SQL Extension, AutoCAD SQL Interface, Autodesk, Autodesk Homestyler, Autodesk Intent, Autodesk Inventor, Autodesk
MapGuide, Autodesk Streamline, AutoLISP, AutoSketch, AutoSnap, AutoTrack, Backburner, Backdraft, Beast, Beast (design/logo) Built with
ObjectARX (design/logo), Burn, Buzzsaw, CAiCE, CFdesign, Civil 3D, Cleaner, Cleaner Central, ClearScale, Colour Warper, Combustion,
Communication Specification, Constructware, Content Explorer, Creative Bridge, Dancing Baby (image), DesignCenter, Design Doctor, Designer's
Toolkit, DesignKids, DesignProf, DesignServer, DesignStudio, Design Web Format, Discreet, DWF, DWG, DWG (design/logo), DWG Extreme,
DWG TrueConvert, DWG TrueView, DWFX, DXF, Ecotect, Evolver, Exposure, Extending the Design Team, Face Robot, FBX, Fempro, Fire, Flame,
Flare, Flint, FMDesktop, Freewheel, GDX Driver, Green Building Studio, Heads-up Design, Heidi, Homestyler, HumanIK, IDEA Server, i-drop,
Illuminate Labs AB (design/logo), ImageModeler, iMOUT, Incinerator, Inferno, Instructables, Instructables (stylized robot design/logo),Inventor,
Inventor LT, Kynapse, Kynogon, LandXplorer, LiquidLight, LiquidLight (design/logo), Lustre, MatchMover, Maya, Mechanical Desktop, Moldflow,
Moldflow Plastics Advisers, Moldflow Plastics Insight, Moldflow Plastics Xpert, Moondust, MotionBuilder, Movimento, MPA, MPA (design/logo),
MPI, MPI (design/logo), MPX, MPX (design/logo), Mudbox, Multi-Master Editing, Navisworks, ObjectARX, ObjectDBX, Opticore, Pipeplus, Pixlr,
Pixlr-o-matic, PolarSnap, PortfolioWall, Powered with Autodesk Technology, Productstream, ProMaterials, RasterDWG, RealDWG, Real-time
Roto, Recognize, Render Queue, Retimer, Reveal, Revit, RiverCAD, Robot, Scaleform, Scaleform GFx, Showcase, Show Me, ShowMotion,
SketchBook, Smoke, Softimage, Softimage|XSI (design/logo), Sparks, SteeringWheels, Stitcher, Stone, StormNET, Tinkerbox, ToolClip, Topobase,
Toxik, TrustedDWG, T-Splines, U-Vis, ViewCube, Visual, Visual LISP, Voice Reality, Volo, Vtour, WaterNetworks, Wire, Wiretap, WiretapCentral,
XSI.

ACE™, TAO™, CIAO™, and CoSMIC™ are copyrighted by Douglas C. Schmidt and his research group at Washington University, University of
California, Irvine, and Vanderbilt University, Copyright (c) 1993-2009, all rights reserved.

Adobe and Photoshop are either registered trademarks of Adobe Systems Incorporated in the United States and/or other countries.

FFmpeg is a trademark of Fabrice Bellard, originator of the FFmpeg project.

Python is a registered trademark of Python Software Foundation.

All other brand names, product names or trademarks belong to their respective holders.

Disclaimer

THIS PUBLICATION AND THE INFORMATION CONTAINED HEREIN IS MADE AVAILABLE BY AUTODESK, INC. "AS IS." AUTODESK, INC. DISCLAIMS
ALL WARRANTIES, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO ANY IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE REGARDING THESE MATERIALS.



目次

第 1章 Autodesk Media & Entertainment 製品をインストールする .  .  .  . 1
インストールの概要  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 1

インストールの準備 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 1
インストールの種類を選択する .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2
製品の言語を変更する .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 3
ライセンスを指定する .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 4
環境設定とインストール .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 5
製品のアクティベーションを行う .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 6
配置を作成する .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 7

よくある質問と回答  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8
シリアル番号やプロダクトキーを紛失するとどうなります

か? .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8
なぜ、製品のインストール後にアクティベーションが必要なので

すか ?  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8
Web サイトからオートデスク製品をインストールできます
か? .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8
試用ライセンスは、製品スイートまたはバンドルでどのように動

作するのですか?  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 9
ライセンスをスタンドアロンからネットワークに、またはネット

ワークからスタンドアロンに切り替えるにはどうすればよろし

いですか? .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 9

iii



インストールのあと、製品のライセンス情報はどこで確認できま

すか ?  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 9
インストールのあと、どうすれば製品の環境設定を変更したり、

製品を修復またはアンインストールできますか? .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 10

第 2章 付録: Autodesk Mudbox をインストールする .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11
Autodesk Mudbox 2013 固有のインストール情報 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11
32 ビット版の製品を 64 ビットオペレーティングシステムにインス
トールする .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11

Mac OS X に Mudbox をインストールする .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 12
Linux に Mudbox をインストールする .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 14
Mudbox ヘルプをローカルにインストールする .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 18
Mac OS X または Linux の Mudbox をアンインストールする .  .  .  .  .  . 22
その他の Mudbox リソース .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 23

索引  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 2 5

iv | 目次



Autodesk Media &
Entertainment 製品をイ
ンストールする

インストールの概要

次の図は、インストール処理の主要部分を示しています。

詳細は、以降のセクションに示します。

インストールの準備

インストールを開始する前に、次の事項を確認してください。

■ ご使用のコンピュータが最低限の動作環境を満たしていることを確認してくだ

さい。不安がある場合は、インストーラウィンドウの一番下に表示されている

[動作環境]をクリックしてください。

■ インストールの種類(スタンドアロンまたはネットワーク)やインストールする

製品などの詳細を把握するには、製品のドキュメントを参照してください。ド
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キュメントには、インストーラの左下コーナーのリンクからアクセスできま

す。

■ インストールするユーザのユーザ名が、アプリケーションをコンピュータま

たはネットワークにインストールするために必要な管理者の権利を持ってい

ることを確認してください。

■ インストールするすべての製品のシリアル番号とプロダクトキーを入手しま

す。これらは製品のパッケージに記載されているか、ソフトウェアをダウン

ロードしたときに提供されます。

■ 実行しているすべてのアプリケーションを閉じます。

インストールの種類を選択する

ここには、正しい方針の選択に役立つ基本的な情報が記載されています。

■ [インストール]は、個人ユーザまたは小規模なグループに適しています。重
要な点は、それぞれのコンピュータに対して、インストール作業を繰り返す

ことなる点です。これは、スタンドアロンライセンスにとっては唯一の有効

なインストールの種類です。しかし、マルチシートスタンドアロンやネット

ワークライセンスで使用することもできます。

■ [配置を作成]は、マルチシートスタンドアロンまたはネットワークライセン
スを使用するネットワーク管理者に適しています。配置の作成処理では、イ

ンストールは 1 度だけ環境設定され、ネットワーク上に保存されます。その
後、ユーザのコンピュータに効率的に配布されます。

配置の詳細は、「配置を作成する」 (7ページ)または『ネットワーク管理者
用ガイド』を参照してください。

■ [ツールとユーティリティ]は、スイートまたは製品に関連するツールやユー
ティリティをインストールするために使用します。オートデスク製品のネッ

トワークライセンスを所有している場合、ユーザが製品を実行できるように

するには、このオプションを使用して Network License Manager をインス
トールする必要があります。使用できる有益なツールやユーティリティを見

分けるには、ご使用のスイートまたは製品のドキュメントを参照してくださ

い。
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インストーラの言語を選択する

インストーラの最初の画面で、右上のこのコントロールを使用して、インストー

ラの画面に表示される言語を選択することができます。

いくつかのオートデスク製品では、インストール作業の後半に、インストールす

る製品の言語を選択することができます。詳細は、「製品の言語を変更する」 (

3ページ)を参照してください。

製品の言語を変更する

重要: 以下の記述は、個別のメディアで提供されるそれぞれの言語バージョンの
オートデスク製品には適用されません。これらの製品では、言語を変更すること

はできず、購入時に製品の言語を指定する必要があります。

いくつかのオートデスク製品では、インストーラのドロップダウンメニューを

使用して、インストール時に製品の言語を選択することができます。

言語選択メニュー

このメニューに希望の言語がない場合、使用可能なオプションはオートデスク製

品によって異なります。多くの製品( 3ds Max、Inventor、すべての AutoCAD
ベースの製品など)が、言語パックを使用して追加の言語に対応しています。

言語の選択には次の条件が適用されます。

■ 各スイートのインストールは、1 つの言語を使用します。1 つまたは複数の
製品を異なる言語でインストールする必要がある場合は、別々にインストー

ルする必要があります。

■ すべての配置は、1 つの言語でなければなりません。1 つの管理イメージが
異なる言語の配置に対応することはできますが、それぞれの配置は 1 つの言
語のみに対応します。
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■ 複数の製品をインストールし、いくつかの製品で対応していない言語を選択

した場合、それらの製品では既定の言語が使用されます。

■ インストーラの[製品情報]ページから出ると、言語を選択するまたは言語パッ
クを追加するメニューが無効となります。後から言語を変更するまたは言語

パックを追加することにしても、[製品情報]ページに戻り、これらのメニュー
を使用することはできません。このため、インストールをキャンセルし、再

度インストーラを起動して、[製品情報]ページで適切な言語を選択する必要
があります。

概要 - 言語パック

言語パックは、ユーザインタフェースとドキュメントで使用される言語を変更

するために、オートデスク製品に追加できるソフトウェアモジュールです。言

語パックを追加することにより、製品ソフトウェアの 1 つのインスタンスが複
数の言語に対応できるようになります。各言語パックは特定のオートデスク製品

に対応し、インストーラを含んでいます。言語パックをインストールする前に、

オートデスク製品をインストールする必要があります。各言語パックをインス

トールすると、Windows の[スタート]メニューに [Inventor - French (Francais)]
というような別のアイコンが作成され、このアイコンを使用して、その言語で製

品を起動することができます。製品によっては、製品メディアまたは Web サイ
トから言語パックを使用できます。

言語パックのインストーラには、特定の製品の言語パックの配置を作成するオプ

ションがあります。言語パックの配置は、関連製品をインストールした後に、複

数のコンピュータにインストールして、別の言語バージョンを追加できます。

ライセンスを指定する

以下の説明は、一般的な概要です。詳細は、ご使用の製品の『ライセンスガイ

ド』を参照してください。

ライセンスの種類

ほとんどのオートデスク製品は、インストールして、製品を評価するために 30
日間試用することができます。ライセンスを購入すると、ライセンスはユーザ固
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有の番号を使用して、スタンドアロンまたはネットワークとして環境設定されま

す。これらのライセンスの種類を、以下に簡単に説明します。

■ スタンドアロンライセンスは、1 人のユーザの使用を目的としています。ラ
イセンスを受けた製品は、同時に実行しない限り、複数台のコンピュータに

インストールすることができます。

■ マルチシートスタンドアロンライセンスは、決められた最大数のユーザを

サポートすることを目的としていますが、容易にアクセスできるように、よ

り多くのコンピュータにインストールすることができます。

■ ネットワークライセンスは、ネットワークに接続されたユーザの決められた

最大数をサポートします。ユーザへのライセンスの配布を管理するには、ネッ

トワーク上の 1 台または複数台のサーバに Network License Manager をイ
ンストールします。

ネットワークライセンスサーバモデル

ネットワークライセンスを使用している場合、ライセンスの購入時に指定した

Network License Manager のサーバ環境設定を選択することができます。

■ シングルライセンスサーバ

1 台のサーバがネットワーク上のすべてのライセンスを管理します。

■ 分散ライセンスサーバ

ライセンスは、ネットワーク内の複数台のサーバのプールに分散されます。

プール内のそれぞれのサーバの名前を入力します。

■ 冗長ライセンスサーバ

3 台のサーバがそれぞれのライセンスを認証できます。3 台のサーバの名前
を入力します。

環境設定とインストール

インストールパス

このパスは、製品がインストールされる場所を示します。場所を変更する場合

は、インストールパスで有効な ASCII 文字のみを使用します。
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環境設定

ほとんどの製品には、いくつかの環境設定があります。[インストール > インス
トールの環境設定]ページで、インストール対象として選択した製品に、環境設
定パネルにアクセスするための三角形のコントロールが表示されます。

環境設定パネルを表示するには、製品ボックスの任意の場所をクリックします。

多くの製品では、インストールの種類として、既定の環境設定を受け入れる標準

と、設定を確認して修正するかどうかを決定できるカスタムのいずれかを選択で

きます。ご使用の製品の環境設定の詳細は、このガイドの付録に記載されてい

る可能性があります。必要に応じて環境設定を行ったら、三角形をクリックして

環境設定パネルを閉じます。

製品のアクティベーションを行う

オートデスク製品を最初に実行したとき、製品のアクティベーションを行うよう

求められます。インターネットに接続されている場合、ご使用のコンピュータと

オートデスクが直接通信を行い、アクティベーション処理が完了します。

ご使用のコンピュータがインターネットに接続されていない場合、後で接続した

ときにアクティベーションを行うことができます。いくつかの製品では、シリア

ル番号、リクエストコード、登録データを Web で送信するか、電子メールを使
用してオフラインでアクティベーションを行うこともできます。アクティベー

ションの詳細は、プロダクトアクティベーションにアクセスし、FAQ リンクを
クリックしてください。
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配置を作成する

管理イメージ

管理イメージは、配置の作成処理で作成されるカスタマイズされたインストール

ファイルのセットです。それぞれのコンピュータに、プログラムの一貫した環境

設定をインストールするために使用されます。その他の設定:

■ 管理イメージのパス:ネットワーク上の共有の場所で、フルコントロールの
権利がある場所を指定します。プログラムをインストールするために、ユー

ザはこの場所にアクセスします。

■ プラットフォームの種類:配置を使用するコンピュータのオペレーティング
システムに応じて、32 ビットまたは 64 ビットのいずれかを選択します。

■ この配置環境設定に必要な製品のみを含める:オンにすると、将来、追加の
製品を含めるために配置を修正することができなくなります。オフにすると、

管理イメージには可能なすべての製品が含まれ、将来、任意の方法で管理イ

メージを修正することができます。

インストール設定

■ サイレントモードは、ユーザ入力なしに、インストールがバックグラウンド

で実行されます。

重要: サイレントモードでは、インストール完了時に警告は表示されず、
ユーザのコンピュータは自動的に再起動されます。

■ ログファイルには、それぞれのコンピュータのインストールデータが記録

されます。

■ ネットワークログファイルは、配置を実行したすべてのコンピュータのイ

ンストールデータの主要な記録を保持します。これは、作成する配置と同じ

名前で、ユーザが変更の権利を持っている共有フォルダに置く必要がありま

す。これにより、ユーザのコンピュータはログファイルに書き込めるように

なります。
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よくある質問と回答

ここで扱われていない事項についてアドバイスや支援が必要な場合は、製品サ

ポート情報にアクセスし、ご使用の製品名をクリックして、ご使用の製品のナ

レッジベースで検索してください。

シリアル番号やプロダクトキーを紛失すると

どうなりますか?

可能な場合は、製品のパッケージまたは購入記録を調べてください。または、

オートデスクカスタマーサービスに連絡してください。

なぜ、製品のインストール後にアクティベー

ションが必要なのですか?

アクティベーションは、オートデスクのため、およびライセンス所有者である

ユーザのために、オートデスク製品が有資格のコンピュータにインストールされ

たことを確認します。アクティベーション処理は、ライセンスの安全確保と管理

を改善します。たとえば、マルチシートライセンスが許可されたユーザ数を超

えて使用されることを確実に防止します。

Web サイトからオートデスク製品をインス
トールできますか?

サブスクリプション、教育機関向け、オンラインストア、マイアカウント、体

験版サイトなど、複数のオートデスク Web サイトから製品をダウンロードでき
ます。ダウンロードが可能な各サイトでは、各自の動作環境に合ったダウンロー

ド方法を選択できます。ご使用のコンピュータに直接製品をインストールする場

合は、Web インストーラを使用できます。後で製品をインストールしたり配置
を作成するためにファイルをダウンロードする場合は、ダウンロードマネージャ

またはブラウザダウンロードを使用できます。詳細は、ダウンロード Web サイ
トを参照してください。

8 | 第 1 章 Autodesk Media & Entertainment 製品をインストールする

http://www.autodesk.co.jp/support
http://www.autodesk.co.jp/support
http://www.autodesk.co.jp/contactus


試用ライセンスは、製品スイートまたはバン

ドルでどのように動作するのですか?

1 つの試用期間、通常は 30 日間、がスイートまたはバンドルに含まれるすべて
のオートデスク製品に適用されます。最初の製品を起動したときに、すべての製

品の試用期間が開始します。試用期間が終了する前に製品の 1 つでもアクティ
ベーションしなかった場合、どの製品にもアクセスできなくなります。試用期間

の終了後にアクティベーションコードを入力すると、再び製品にアクセスでき

るようになります。

ライセンスをスタンドアロンからネットワー

クに、またはネットワークからスタンドアロ

ンに切り替えるにはどうすればよろしいです

か?

単に間違って正しくないライセンスの種類を選択し、まだインストーラを実行し

ている場合は、[戻る]ボタンを使用して[製品情報]ページに戻り、ライセンスの
種類を変更します。

インストールした製品のライセンスの種類を変更したい場合は、オートデスク販

売パートナーまたはライセンスサプライヤーに問い合わせて新しいライセンス

と新しいシリアル番号を入手します。次に、製品をアンインストールして新しく

インストールを実行し、ライセンスの種類を変更して新しいシリアル番号を入力

します。

インストールのあと、製品のライセンス情報

はどこで確認できますか?

[ヘルプ]メニュー ➤ [バージョン情報]または[<製品名> バージョン情報]を選択し
ます。ご使用の製品が[情報センター]を使用している場合は、[ヘルプ]メニュー
と同じ場所にあります。
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インストールのあと、どうすれば製品の環境

設定を変更したり、製品を修復またはアンイ

ンストールできますか?

1 Windows の[コントロールパネル]に進みます。

■ Windows XP: [スタート]メニューから、[設定] ➤ [コントロールパネ
ル] ➤ [プログラムの追加と削除]を選択します。

■ Windows 7: [スタート]メニュー ➤ [コントロールパネル] ➤ [プログラ
ム]/[プログラムのアンインストール]を選択します。

2 Windows の[コントロールパネル]で、製品名をクリックし、次に[変更と
削除] (Windows XP)または[アンインストールと変更] (Windows 7)をク
リックします。

インストーラがメンテナンスモードで開かれ、処理の過程で操作方法が示

されます。
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付録: Autodesk Mudbox
をインストールする

Autodesk Mudbox 2013 固有のインストール情報
Autodesk® Mudbox®のインストールプロセスには、他のオートデスク製品とは

異なる固有の項目があります。この章では、Mudbox ヘルプのコピーをダウンロー
ドするプロセスと、32 ビット版の Mudbox を 64 ビットマシンにインストール
する方法について説明します。

また、Mac OS X および Linux 用の Autodesk Mudbox のインストールについて
も説明します。

32 ビット版の製品を 64 ビットオペレーティン
グシステムにインストールする

64 ビットマシンには 64 ビット版の製品がインストーラによって自動的にインス
トールされますが、このデフォルトの動作を手動で上書きすることができます。

スタンドアロンインストールの場合は、インストールメディアのルートフォルダ

に移動し、32 ビット版のインストーラを起動します。このインストーラのファイ
ル名は、Setup_32.exe またはこれに類似した名前になります。配置の場合は、64
ビットのターゲットプラットフォームを選択し、32 ビット版の製品を指定するこ
とができます。

2
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Mac OS X に Mudbox をインストールする
Mac OS Xに Mudboxをインストールするには

1 次のいずれかの操作を行って、インストーラを起動します(受け取ったイン

ストールメディアによって異なります)。

■ （DVD または USB)インストールメディアを挿入し、デスクトップに
表示される Mudbox アイコンをダブルクリックします。

ドライブの Mudbox/MacOSX フォルダに移動します。

■ （ダウンロード)ダウンロードパッケージからインストールする場合

は、Mudbox .dmgをダブルクリックします。

2 [ファインダ]ウィンドウで、Install Mudbox 2013 プログラムをダブルク
リックします。

Mudbox のインストーラが開始されます。

3 Mudbox のインストーラの指示に従って、製品をインストールします。

たとえば、[ライセンス]ウィンドウで、次の操作を行います。

■ 11 桁のシリアル番号を入力します。

■ プロダクトキーを入力します。
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■ ライセンスの種類として、[スタンドアロン]または[ネットワーク]を選
択します。

ライセンスの種類としてネットワークを選択する場合は、[既存のライ
センスサーバを使用する]をクリックし、[サーバ名]フィールドにライ
センスサーバ名を入力します。ライセンスサーバ名については、ネッ

トワーク管理者にお問い合わせください。ライセンスサーバの設定の

詳細については、www.autodesk.com/me-administrator-2013-jpnにある
『Autodesk ネットワーク管理者用ガイド』を参照してください。

■ [続行]をクリックします。

4 インストールの成功を示す最後のウィンドウで、[完了]をクリックします。

注: インストーラの最後の画面に示されるように、Mudbox ヘルプはイン
ターネットベースのものです。[F1] または[F1]+[Fn]を押すか、[ヘル
プ]>[Mudbox ヘルプ]を選択すると、ヘルプがオードデスク Web サーバか
ら起動されます。信頼できるインターネットアクセスがない場合は、

www.autodesk.com/mudbox-helpdownload-jpn (英語)からヘルプのローカル
コピーをダウンロードできます。

既定では、Mudbox は /Applications/Autodesk/Mudbox2013/フォルダにイン

ストールされます。
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Linux に Mudbox をインストールする

インストールウィザードを使用して Linux に Mudbox をインストールす
る

Linuxに Mudboxをインストールするには

1 次のいずれかの操作を行って、Mudbox のインストールを開始します(受け
取ったインストールメディアによって異なります)。

■ (DVD/USB)インストールメディアを接続します。

■ (ダウンロード)圧縮ファイルから Mudbox パッケージを解凍します。

2 スーパーユーザとしてシェルを開き(su -を使用します)、パッケージを解

凍したフォルダに移動します。

注: 最近の Linux ディストリビューションでは、ルートとしてインストー
ラを実行するために、完全なスーパーユーザ環境を必要とする場合があり

ます。適切なレベルを取得するには、su -を使用します(最後にダッシュ

があることに注意してください)。

3 ./setupと入力し、[Enter]を押します。

これにより、Mudbox のインストーラが開始されます。
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4 Mudbox のインストーラの指示に従って、製品をインストールします。

たとえば、[ライセンス情報]ウィンドウで、次の操作を行います。

■ 11 桁のシリアル番号を入力します。

■ プロダクトキーを入力します。

■ ライセンスの種類として、[スタンドアロン]または[ネットワーク]を選
択します。

ライセンスの種類としてネットワークを選択する場合は、表示される

[サーバ名]フィールドにライセンスサーバ名を入力します。ライセンス
サーバ名については、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

■ [続行]をクリックします。

5 インストールの成功を示す最後のウィンドウで、[完了]をクリックします。

既定では、Mudbox は /usr/autodesk/mudbox2013フォルダにインストー

ルされます。

注: インストーラの最後の画面に示されるように、Mudbox ヘルプはイン
ターネットベースのものです。[F1] または[F1]+[Fn]を押すか、[ヘル
プ]>[Mudbox ヘルプ]を選択すると、ヘルプがオードデスク Web サーバか
ら起動されます。信頼できるインターネットアクセスがない場合は、

www.autodesk.com/mudbox-helpdownload-jpn (英語)からヘルプのローカル
コピーをダウンロードできます。
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rpm ユーティリティを使用して Linux に Mudbox をインストールする

rpm コマンドラインユーティリティを使用すると、-i フラグまたは -ivh フラ
グを使用してプログラムをインストールできます。-ivh フラグを使用すると、
インストール中に詳細な情報が提供されます。

rpmユーティリティを使用して Linuxに Mudboxをインストールするには

1 スーパーユーザとしてシェルを開きます。

2 圧縮ファイルから Mudbox パッケージを解凍し、Mudbox パッケージを
解凍したフォルダに移動します。

3 lsコマンドを使用してパッケージを一覧表示します。

4 必要なソフトウェアをインストールするには、Maya が既にインストール
されているコンピュータに Mudbox をインストールするかどうかに応じ
て、次のいずれかのコマンドを入力します。

■ Mudbox のみをインストールする場合は、次のコマンドを入力します。

rpm -ivh mudbox2013_64-2013-#.x86_64.rpm
adlmapps5-5.0.37-0.x86_64.rpm
adlmflexnetclient-5.0.37-0.x86_64.rpm

■ Maya とともに Mudbox をインストールする場合は、次のコマンドを
入力します。

rpm -ivh --force mudbox2013_64-2013-#.x86_64.rpm
adlmapps5-5.0.37-0.x86_64.rpm
adlmflexnetclient-5.0.37-0.x86_64.rpm

5 OpenGL がインストールされていることを確認するために、libGL.soと

いう名前のファイルを /usr/lib/または /usr/X11R6/libフォルダで探し

ます。

6 このセッションの共有ライブラリを設定するため

に、/opt/Autodesk/Adlm/R5/lib64/を LD_LIBRARY_PATHに追加します。

たとえば、BASH シェルで次のコマンドを実行します。

export LD_LIBRARY_PATH=/opt/Autodesk/Adlm/R5/lib64/

7 次のコマンドを実行し、オートデスクライセンスソフトウェアを使用し

て Mudbox を登録します。<productKey1>および <productKey2>はプロ

ダクトキー、<serialNum>はシリアル番号です。
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注:

スイートの一部として Mudbox を購入した場合は、productKey1として
Mudbox のプロダクトキーを入力し、productKey2としてスイートのプロ
ダクトキーを入力します。

Mudbox のみを購入し、受け取ったプロダクトキーが 1 つだけの場合は、
<productKey1>と <productKey2>の両方に Mudbox のプロダクトキーを
入力できます。

■ スタンドアロンライセンス

/usr/autodesk/mudbox2013/bin/adlmreg -i S
<productKey1> <productKey2> 2013.0.0.F <serialNum>
/var/opt/Autodesk/Adlm/Mudbox2013/MudboxConfig.pit

■ ネットワークライセンス

/usr/autodesk/mudbox2013/bin/adlmreg -i N
<productKey1> <productKey2> 2013.0.0.F <serialNum>
/var/opt/Autodesk/Adlm/Mudbox2013/MudboxConfig.pit

例:

/usr/autodesk/mudbox2013/bin/adlmreg -i S 498E1 498E1
2013.0.0.F 000-00000000
/var/opt/Autodesk/Adlm/Mudbox2013/MudboxConfig.pit

この手順により、製品情報が記述された .pit ファイルが更新されます。こ
のファイルは、Mudbox のインスタンスを多数インストールする場合に、
同じ構成になっている別のマシンにコピーすることができます。

これらのコマンドは、登録が成功したことを示すメッセージを返します。

その後、スタンドアロンライセンスまたはネットワークライセンスを使用

して Mudbox を実行できるようになります。

Linux に関するその他の注意

このセクションでは、Linux で実行する Mudbox の設定に関する情報、Linux
用の Mudbox とその他のバージョンの Mudbox との違い、Linux オペレーティ
ングシステムでの Mudbox の使用において固有なその他の情報について説明し
ます。
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QT を設定する

SDK を使用してプラグインを作成する場合は、QT 4.7.1 をマシンにインストー
ルします。さらに、必要に応じて .bashrc/.cshrc/.tschrc ファイルに QTDIR を
定義する必要があります。QTDIR は、QT が格納されているマシンのフォルダ
に設定する必要があります。QT を「スタンドアロン」の場所にインストールし
た場合、そのフォルダは QTDIR=/usr/local/Trolltech/Qt-4.7.1/include となり
ます。

プラグインの作成とロード

■ Mudbox 2013 SDK を使用して作成したプラグインには、GCC 4.1.2 コンパ
イラが必要です。

■ Mudbox を起動したときに、プラグイン失敗に関するエラーが発生した場
合、SELinux 強化関数を無効にするか、「許容」に設定します。[システム]
> [管理] > [SELinux Management](の下にある SELinux 管理パネルを使用し
てこれらのオプションを設定することができます。)

ラーニングムービー

Linux プラットフォームの Mudbox ウェルカム画面にある 1 分間のラーニング
ムービーを再生するには、これらのムービーファイルを認識するメディアプレ

イヤーが必要です。

動作の違い

Linux システムにインストールされた Mudbox は、Windows にインストール
された Mudbox とほとんど同じように動作します。オペレーティングシステム
の違いによって、表示されるユーザインタフェースがわずかに異なっている場

合があります。たとえば、ファイルブラウザはそれぞれのオペレーティングシ

ステムに固有のものとなります。

Mudbox ヘルプをローカルにインストールする
既定では、Mudbox はオートデスクの Web サーバを呼び出して Mudbox ヘル
プを表示します。ヘルプを表示するには、インターネットにアクセスできる必要

があります。これにより最新バージョンのヘルプが得られ、オートデスクがソフ

トウェアリリースの間にヘルプの更新を行えるようになります。
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信頼できるインターネットアクセスがない場合は、オートデスクの Web サイト
から Mudbox ヘルプをダウンロードして、次のようにローカルにインストール
します。

Mudbox ヘルプをインストールする準備を行う

Mudbox ヘルプをインストールする前に、必ず次の操作を行ってください。

■ Mudbox をインストールします。

■ ご使用のバージョンおよびプラットフォームに対応する Autodesk Mudbox
Japanese 実行可能ファイルを、www.autodesk.com/mudbox-helpdownload-jpn
(英語) からダウンロードします。このファイルにより、32 ビットシステム
用および 64 ビットシステム用の Mudbox ヘルプがインストールされます。

Mudbox ヘルプをインストールする

(Windows)

1 www.autodesk.com/mudbox-helpdownload-jpn (英語)からヘルプインストー
ラをダウンロードして実行し、インストーラの指示に従います。

既定では、Mudbox ヘルプは Program Files¥Autodesk¥Help¥mudbox<
バージョン>¥フォルダにインストールされます。

2 Mudbox を起動します。

3 [ウィンドウ]>[基本設定]を選択して、[基本設定]ウィンドウを開きます。

4 [ヘルプ]セクションを展開して、[ヘルプの場所]を[インストールされてい
るローカルヘルプ]に設定します。

5 [OK]をクリックして[基本設定]ウィンドウを終了します。

ローカルの Mudbox ヘルプは、インストール後に[ヘルプ]>[Mudbox ヘル
プ]を選択するか、[F1]を押すか、またはさまざまな Mudbox ウィンドウ
で[ヘルプ]ボタンをクリックして利用できます。

(Mac OS X)

1 www.autodesk.com/mudbox-helpdownload-jpn (英語)からダウンロードした
Autodesk Mudbox Japanese Documentation .dmg ファイルをダブルク
リックします。

Mudbox ドキュメントのディスクイメージがデスクトップ上にマウントさ
れます。

2 ディスクイメージをダブルクリックします。
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3 開いている[ファインダ]ウィンドウにあるパッケージ (.pkg) ファイルをダ
ブルクリックします。

4 表示されるヘルプインストーラの指示に従います。

既定では、Mudbox ヘルプは /Applications/Autodesk/Mudbox<バージョ
ン>/docs/mudbox<バージョン>/ja_JPフォルダにインストールされます。

5 Mudbox を起動します。

6 [Mudbox]>[環境設定]を選択して、[Preferences]ウィンドウを開きます。

7 [ヘルプ]セクションを展開して、[ヘルプの場所]を[インストールされてい
るローカルヘルプ]に設定します。

8 [OK]をクリックして[基本設定]ウィンドウを終了します。

ローカルの Mudbox ヘルプは、インストール後に[ヘルプ]>[Mudbox ヘル
プ]を選択するか、[F1]を押すか、またはさまざまな Mudbox ウィンドウ
で[ヘルプ]ボタンをクリックして利用できます。

(Linux)

1 www.autodesk.com/mudbox-helpdownload-jpn (英語)からダウンロードした
圧縮ファイルから Mudbox ヘルプのパッケージを解凍します。

2 スーパーユーザとしてシェルを開き(su -を使用します)、パッケージを解

凍したフォルダに移動します。

3 ./setupと入力し、[Enter]を押します。

4 表示されるヘルプインストーラの指示に従います。

既定では、Mudbox ヘルプは /usr/Autodesk/Mudbox<バージョン
>-x64/docs/mudbox<バージョン>/ja_JPフォルダにインストールされま
す。

5 Mudbox を起動します。

6 [ウィンドウ]>[基本設定]を選択して、[基本設定]ウィンドウを開きます。

7 [ヘルプ]セクションを展開して、[ヘルプの場所]を[インストールされてい
るローカルヘルプ]に設定します。

8 [OK]をクリックして[基本設定]ウィンドウを終了します。

ローカルの Mudbox ヘルプは、インストール後に[ヘルプ]>[Mudbox ヘル
プ]を選択するか、[F1]を押すか、またはさまざまな Mudbox ウィンドウ
で[ヘルプ]ボタンをクリックして利用できます。
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注: Mudbox ヘルプファイルを手動でコンピュータにコピーした場合、または
自身のマシン以外の場所からヘルプにアクセスしたい場合(たとえば、ネットワー

ク上の共通の場所を指定したい場合など)は、[ヘルプの場所]基本設定を[カスタ
ム]に設定することもできます。「Mudbox ヘルプを共有の場所にインストール
する」の手順を参照してください。

Mudbox ヘルプを共有の場所にインストールする

Mudbox ヘルプは、複数のユーザがアクセスできるようにするために、内部ネッ
トワークや Web サーバなどの共有の場所にインストールできます。その後、
個々のシステムの[Mudbox ヘルプ]基本設定を、共有の場所からアクセスするよ
う設定できます。

Mudbox ヘルプの共有の場所のフォルダパスを指定する際には、以下の点に注
意してください。

■ パスがヘルプの場所を直接指すようにする。たとえば、

¥¥CompanySever¥SharedLocation¥MudboxHelp¥docs¥Mudbox<バージョ
ン>¥ja_JP にします。

エイリアスパスは使用しないでください。

■ パスが、index.html ファイルを含むフォルダを指すようにする。たとえば、
日本語版の Mudbox ヘルプを指すパスの最後は \ja_JP フォルダになりま
す。

■ Web サーバの場所に http または https プロトコルを使用する。

Mudboxヘルプを共有の場所にインストールするには

1 www.autodesk.com/mudbox-helpdownload-jpn (英語)からヘルプインストー
ラをダウンロードして実行し、インストーラの指示に従います。

2 Mudbox ヘルプファイルのインストール先をたずねられたら、[変更]
(Windows)または[参照] (Linux)をクリックし、ヘルプの共有の場所を指定
します。

注:

Mac OS X では、ヘルプは既定の場所にしかインストールできません。
Mudbox ヘルプを共有の場所にインストールするには、最初に既定の場所
( /Applications/Autodesk/Mudbox<バージョン>/docs/mudbox<バージョ
ン>/ja_JP)にインストールしてから、docs フォルダを手動で目的の場所に
コピーする必要があります。
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その後、各ユーザは、共有の場所から Mudbox ヘルプにアクセスするよう
[ヘルプ]基本設定を設定できます。

共有の場所から Mudboxヘルプにアクセスするには

1 Mudbox を起動します。

2 (Windowsおよび Linux) [ウィンドウ]>[基本設定]を選択して、[基本設定]
ウィンドウを開きます。

(Mac OS X) [Mudbox]>[環境設定]を選択して、[Preferences]ウィンドウを
開きます。

3 [ヘルプ]セクションを展開し、[ヘルプの場所]を[カスタム]に設定します。
次に、Mudbox ヘルプの共有の場所を[ヘルプパス]フィールドに入力しま
す。

4 [OK]をクリックして[基本設定]ウィンドウ (Windows およびLinux)、また
は[Preferences]ウィンドウ (Mac OS X)終了します。

これで、Mudbox ヘルプが共有の場所からアクセスできるようになりま
す。

Mac OS X または Linux の Mudbox をアンインス
トールする

Mac OS Xの Mudboxをアンインストールするには

1 Mudbox フォルダ(既定は、/Applications/Autodesk/Mudbox2013/)に移

動します。

2 Mudbox2013 アプリケーションをゴミ箱にドラッグにします。

3 ターミナルウィンドウを開き、次のコマンドを入力します。<productKey>
はプロダクトキーです。

adlmreg –u S <productKey> 2013.0.0.F
adlmreg –u N <productKey> 2013.0.0.F

これにより、製品情報が ProductInformation.pit ファイルから適切に削除
されます。
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Linuxの Mudboxをアンインストールするには

Linux の Mudbox をアンインストールするには、rpm ユーティリティを使用し
ます。

1 スーパーユーザとしてシェルを開きます。

2 このセッションの共有ライブラリを設定するため

に、/opt/Autodesk/Adlm/R5/lib64/を LD_LIBRARY_PATHに追加します。

たとえば、export LD_LIBRARY_PATH=/opt/Autodesk/Adlm/R5/lib64/コ

マンドを実行してこの操作を行います。

3 以下の 2 つのコマンドを実行します。<productKey> はプロダクトキーで
す。

/usr/autodesk/mudbox2013/bin/adlmreg -u S <productKey>
2013.0.0.F

/usr/autodesk/mudbox2013/bin/adlmreg -u N <productKey>
2013.0.0.F

4 次のコマンドを入力して、インストールされているパッケージの名前を一

覧表示します。

rpm -qa |egrep 'adlm|Mudbox'

5 アンインストールするパッケージ名をすべて特定します。たとえば、

Mudbox-2013-#パッケージなどです(#はパッケージ番号です)。

6 次のコマンドを使用して、パッケージをアンインストールします。

rpm -e PackageName

その他の Mudbox リソース
以下に示したその他の Mudbox リソースをオンラインで入手できます。

■ Autodesk Mudbox 2013 のヘルプ(www.autodesk.com/mudbox-help-2013-jpn)

■ 最新の認定ハードウェアおよびオペレーティングシステムのリスト(

www.autodesk.com/mudbox-systemreq-2013-jpn)

■ Mudbox インストレーションヘルプ(www.autodesk.com/mudbox-install-2013-
jpn)

■ Mudbox ライセンス情報(www.autodesk.com/me-licensing-2013-jpn)
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